
従
業
員
の
皆
様
、
新
年
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
年
末

か
ら
の
９
連
休
は
、
ゆ
っ
く

り
過
ご
さ
れ
る
な
ど
し
な
が

ら
英
気
を
養
わ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り

本
年
が
幸
福
で
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
世
界
を
振
り
返
る

と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ

ス
紛
争
が
依
然
続
く
中
、
政

治
に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま

し
た
。
日
本
で
は
衆
議
院
が

解
散
、
10
月
の
総
選
挙
で
与

党
が
少
数
与
党
に
転
落
し
、

ア
メ
リ
カ
で
は
11
月
の
大
統

領
選
挙
で
民
主
党
か
ら
共
和

党
へ
の
政
権
交
代
が
あ
り
ま

し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
イ

ギ
リ
ス
で
は
議
会
が
解
散
、

７
月
の
総
選
挙
で
保
守
党
か

ら
労
働
党
に
政
権
交
代
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
議
会
が
解
散
、

６
月
～
７
月
の
総
選
挙
の
結

果
、
連
立
政
権
の
組
み
替
え

が
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
は
連
立

政
権
が
崩
壊
、
12
月
に
議
会

が
解
散
さ
れ
今
年
２
月
に
総

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
昨
年
は
、
世
界
が
か

つ
て
な
い
よ
う
な
混
乱
と
激

動
、
そ
し
て
今
な
お
続
く
物

価
高
騰
に
直
面
し
た
一
年
で

し
た
。

25
春
闘
を
取
り
巻
く
情
勢

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
で
は
、
主
要
食
品
の
値
上

げ
は
、
22
年
14
％
、
23
年

15
％
、
24
年
17
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
夏

の
コ
メ
不
足
に
端
を
発
し
た

コ
メ
の
大
幅
値
上
が
り
は
い

ま
だ
に
収
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
異
常
な
物
価
高

騰
が
止
ま
ら
な
い
中
、
実
質

賃
金
は
こ
の
30
年
近
く
下
が

り
続
け
て
い
ま
す
。
厚
労
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
実
質
賃

金
指
数
（
２
０
２
０
年
１
０

０
）
は
ピ
ー
ク
だ
っ
た
96
年

に
１
１
６
．
５
で
し
た
が
、

23
年
に
は
９
７
．
１
（
96

年
の
83
％
）
に
ま
で
低
下
、

世
界
と
比
較
し
て
も
日
本
は

実
質
賃
金
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
39
カ

国
中
24
位
（
23
年
）
で
、

「
賃
金
の
あ
が
ら
な
い
国
・

ニ
ッ
ポ
ン
」
の
異
常
さ
は
ま

す
ま
す
際
立
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
24
年
３
月
末
現
在
、

大
企
業
の
内
部
留
保
は
５
３

９
．
３
兆
円
、
経
常
利
益
は

７
６
．
３
兆
円
、
株
主
へ
の

配
当
は
３
２
．
５
兆
円
と
そ

れ
ぞ
れ
過
去
最
高
を
更
新
し

た
中
、
大
企
業
の
労
働
分
配

率
（
労
働
者
が
は
た
ら
く
こ

と
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
価

値
［
付
加
価
値
］
と
人
件
費

の
比
率
）
は
過
去
最
低
で
す
。

政
府
・
財
界
頼
み
で
は
だ

め
、
組
合
に
加
入
し
よ
う

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
25

春
闘
で
は
、
組
合
は
24
春
闘

か
ら
引
き
続
き
「
賃
金
の
あ

が
る
国
」
へ
の
転
換
を
め
ざ

し
、
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し

を
ま
も
る
大
幅
賃
上
げ
を
め

ざ
し
ま
す
。

政
府
が
指
針
を
発
表
し
た

「
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改

革
」
は
、
ジ
ョ
ブ
型
人
事

（
職
務
給
）
の
導
入
を
含
み
、

ジ
ョ
ブ
型
人
事
の
導
入
は
Ｐ

Ｉ
Ｐ
を
含
ん
で
い
ま
す
。
政

府
は
こ
の
改
革
を
行
う
こ
と

で
「
構
造
的
賃
上
げ
」
の
仕

組
み
を
作
っ
て
い
く
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
リ
ス
ト
ラ
を

伴
う
こ
の
よ
う
な
経
済
政
策

を
推
進
す
る
政
府
・
財
界
頼

み
で
は
持
続
的
な
賃
上
げ
は

実
現
し
ま
せ
ん
。
企
業
に
も

政
府
に
も
忖
度
な
く
は
っ
き

り
と
物
を
言
え
る
の
は
労
働

組
合
だ
け
で
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
、

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
グ

ル
ー
プ
の
従
業
員
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
組
合
に
加
入
し
て
25
春

闘
で
い
っ
し
ょ
に
大
幅
賃
上

げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
数
の
拡
大
は
交
渉
力

の
拡
大
と
な
り
ま
す
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２５年１月２０日 か い な 第２４５８号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
5 F 〒 1 0 7 - 0 0 5 2
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２５年１月２０日 か い な 第２４５８号(4)

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用不当労行為事件 1/21(火)13:30 中央労働委員会会議室

定年後再雇用賃金差別裁判 2/06(木)11:00 東京地裁510号法廷

ＡＩ不当労働行為事件は、8月1日に都労委で勝利和解しました。

引
き
続
き
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
を

ま
も
る
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ
し
ま
す

25春闘

キンドリルジャパンが定年延長を発表

キンドリルジャパンは１月６日、キンドリルジャパン、
KJTSおよびKSOKの正社員を対象に、４月１日から賃下げな
しで定年を６０歳から６５歳に延長することを発表しまし
た。これは組合要求通りの定年延長の発表です。

今回の発表には▼60歳で処遇（本給・本俸、賞与・定期
俸、給与・本俸の調整、Shared Success Plan等）やCompa
ssの目標設定・評価方法は変わる制度ではないこと▼確定
拠出年金（DC）について65歳の定年または退職まで拠出を
継続すること▼（2005年以前に日本IBMに入社した正社員
を対象に）退職一時金（RAP）への積立・利息付与および
確定給付企業年金（DB）への利息付与について、65歳の定
年または退職まで継続すること、も含まれています。

なお、今回の定年延長には、DB制度の加入期間を65歳ま
で延長することで年金受取期間が短くなる（給付減額にな
る）可能性があるDB制度の変更が必要です。つまり、この
DB制度変更がDB加入者の3分の2以上からの個別同意を得て
成立することが、今回の定年延長の条件となっています。



(3)２０２５年１月２０日 か い な 第２４５８号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２５年１月２０日 か い な 第２４５８号(2)

金
属
機
械
反
合
闘
争
委
員

会
は
、
金
属
反
合
共
同
行
動

が
昨
年
９
月
19
日
に
３
０
０

回
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
「
金
属
反
合
共
同
行
動

３
０
０
回
行
動
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
12
月
22
日
に

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
（
東
京
・
豊

島
区
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
争
議
を

た
た
か
っ
て
い
る
仲
間
や
、

た
た
か
っ
た
仲
間
が
参
加
し
、

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
祝

い
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
金
属
機
械

反
合
闘
争
委
員
会
の
生
熊
委

員
長
が
、
１
９
８
２
年
に
始

ま
っ
た
金
属
反
合
共
同
行
動

の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

金
属
反
合
の
意
義
や
今
後
の

た
た
か
い
を
推
進
す
る
た
め

に
何
が
必
要
か
に
つ
い
て
述

べ
、
さ
ら
に
、
労
働
争
議
は

労
働
者
・
労
働
組
合
の
権
利
、

雇
用
、
人
権
を
守
る
極
め
て

重
要
な
た
た
か
い
で
あ
る
と

強
く
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
参
加
者
全
員
で

３
０
０
回
を
祝
し
て
乾
杯
し
、

争
議
団
Ｏ
Ｂ
の
紹
介
、
た
た

か
い
続
け
る
争
議
団
の
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
歌
い

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
終
了
し
ま

し
た
。

＊

＊

＊

＊

＊

金
属
反
合
共
同
行
動
は
結

成
以
来
、
倒
産
・
解
雇
、
人

権
侵
害
や
差
別
な
ど
を
め
ぐ

る
た
た
か
い
で
共
同
行
動
を

進
め
、
リ
ス
ト
ラ
・
合
理
化

と
た
た
か
う
仲
間
、
争
議
団

を
励
ま
し
て
勝
利
解
決
に
全

力
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
日

本
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
支
部
は
、

定
年
後
再
雇
用
争
議
を
解
決

す
る
た
め
、
行
動
に
エ
ン
ト

リ
し
て
た
た
か
い
ま
す
。

産
業
別
労
働
組
合
で
あ
る

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、
組
合
員

の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
地
本
・

南
部
地
協
（
南
部
地
区
協
議

会
）
は
、
恒
例
の
忘
年
会
を

12
月
26
日
に
蒲
田
で
開
催

し
ま
し
た
。
安
く
て
美
味
し

い
と
評
判
の
中
華
の
お
店
２

階
を
貸
し
切
っ
て
行
わ
れ
、

多
く
の
支
部
と
分
会
が
参
加

し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

南
部
地
協
は
文
字
通
り
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
東
京
南
部
地

域
の
支
部
・
分
会
が
所
属
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
・
分
会
と

会
社
と
の
た
た
か
い
を
支
援

す
る
地
域
組
織
で
、
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
支
部
も
所
属
し
、
長
年

に
渡
り
職
場
問
題
と
争
議
の

解
決
の
た
め
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

忘
年
会
で
は
、
冒
頭
、
南

部
地
協
の
小
泉
議
長
が
、
地

協
所
属
の
支
部
分
会
の
こ
の

一
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
来

た
る
25
春
闘
に
向
け
て
引
き

続
き
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
乾

杯
の
音
頭
を
取
り
ま
し
た
。

乾
杯
の
あ
と
は
歓
談
の
途
中

か
ら
、
参
加
者
全
員
が
一
人

ず
つ
一
年
の
振
り
返
り
を
行

い
、
２
０
２
４
年
の
活
動
や

成
果
、
苦
労
話
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
古
く
か

ら
組
合
を
支
え
て
い
る
人
、

新
し
く
加
入
し
た
人
が
へ
だ

て
な
く
歓
談
し
ま
し
た
。
各

支
部
分
会
の
経
験
を
共
有
し
、

ま
た
旧
交
を
温
め
、
他
で
は

味
わ
え
な
い
組
合
な
ら
で
は

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
忘
年
会
で
し
た
。

今
号
１
面
で
紹
介
し
た
通

り
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン

は
60
歳
か
ら
65
歳
へ
の
定

年
延
長
を
発
表
し
ま
し
た
。

一
方
で
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
定
年

後
再
雇
用
制
度
で
あ
る
シ
ニ

ア
契
約
社
員
の
賃
金
が
あ
ま

り
に
も
低
い
状
態
（
月
額
給

与
18
万
５
千
円
・
年
収
２
２

２
万
円
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
シ

ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金
に
関

す
る
問
題
点
や
労
使
交
渉
の

模
様
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
連

載
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
８
回
目
は
労
使
間

の
情
報
開
示
要
求
の
書
簡
の

や
り
取
り
を
お
伝
え
し
ま
す
。

シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度
に

関
す
る
書
簡
の
や
り
と
り

組
合
は
、
昨
年
９
月
25
日

と
10
月
16
日
の
団
交
で
会

社
が
持
ち
帰
っ
た
組
合
の
質

問
事
項
を
、
そ
れ
ぞ
れ
10
月

１
日
書
簡
「
シ
ニ
ア
契
約
社

員
制
度
に
関
す
る
情
報
要
求
」
、

10
月
22
日
書
簡
「
シ
ニ
ア

契
約
社
員
制
度
に
関
す
る
情

報
要
求
（
２
）
」
に
て
提
出
、

10
月
30
日
に
得
た
両
書
簡

に
対
す
る
会
社
回
答
（
２
通
）

が
賃
金
交
渉
が
で
き
る
内
容

で
は
な
い
た
め
、
組
合
は
翌

31
日
の
団
交
で
不
誠
実
回
答

で
あ
る
と
抗
議
し
ま
し
た
。

前
記
２
通
の
会
社
回
答
の

う
ち
、
10
月
１
日
書
簡
へ
の

会
社
回
答
は
か
い
な
２
４
５

５
号
と
２
４
５
６
号
で
紹
介

し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
10

月
22
日
書
簡
へ
の
会
社
回
答

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度

に
関
す
る
情
報
要
求
（
２
）
」

と
会
社
回
答

質

問

１

会

社

は

、

「
『
２
０
２
４
年
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
日
本
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
支
部

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
秋
闘
１
次
要
求
』

へ
の
回
答
２
」
に
お
い
て
、

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
シ
ニ
ア
契
約

社
員
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
社
外
に
委
託
し
て

い
た
仕
事
や
部
門
で
発
生
す

る
サ
ポ
ー
ト
業
務
な
ど
を
切

り
出
し
て
、
新
た
に
シ
ニ
ア

契
約
社
員
の
業
務
を
創
出
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
か

か
る
方
法
に
よ
っ
て
十
分
な

分
量
の
業
務
を
確
保
で
き
る

と
見
込
め
た
業
務
が
バ
ン
ド

３
相
当
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
で

し
た
。
こ
の
た
め
、
シ
ニ
ア

契
約
社
員
を
バ
ン
ド
３
に
位

置
付
け
て
お
り
ま
す
。
」
と

説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
定
年
前
の
業
務

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
定

年
前
の
業
務
を
継
続
し
て
い

る
シ
ニ
ア
契
約
社
員
が
い
る

し
、
業
務
ア
サ
イ
ン
待
ち
で

業
務
が
無
い
シ
ニ
ア
契
約
社

員
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
シ

ニ
ア
契
約
社
員
の
業
務
の
創

出
が
破
綻
し
て
い
る
実
態
が

あ
る
の
に
、
シ
ニ
ア
契
約
社

員
を
バ
ン
ド
３
に
位
置
付
け

る
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度
を

な
ぜ
変
え
ず
に
続
け
て
き
た

の
か
。

（
会
社
回
答
）
ご
指
摘
の

よ
う
な
状
況
が
常
態
化
し
て

い
る
事
実
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
、
適
切
に

制
度
運
用
が
な
さ
れ
る
よ
う

サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続

し
て
参
り
ま
す
が
、
人
事
部

の
人
数
が
限
ら
れ
て
お
り
既

存
の
業
務
で
手
一
杯
で
あ
る

関
係
上
、
全
員
に
つ
い
て
の

網
羅
的
な
調
査
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
組
合
で
把
握
し
て

い
る
具
体
的
な
部
署
名
や
個

人
名
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た

だ
け
れ
ば
確
認
い
た
し
ま
す
。

質
問
２

バ
ン
ド
３
に
も

給
与
レ
ン
ジ
が
あ
る
は
ず
な

の
に
シ
ニ
ア
契
約
社
員
に
は

な
ぜ
無
い
の
か
。
（
シ
ニ
ア

契
約
社
員
の
給
与
は
な
ぜ
固

定
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
）

（
会
社
回
答
）
10
月
30
日

付
「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度

に
関
す
る
情
報
要
求
へ
の
回

答
」
項
番
８
に
対
す
る
回
答

に
記
載
の
理
由
に
よ
り
シ
ニ

ア
契
約
社
員
の
担
当
業
務
は

バ
ン
ド
３
相
当
の
サ
ポ
ー
ト

業
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
業
務

は
、
正
社
員
が
担
当
す
る
業

務
と
は
異
な
り
、
高
度
な
ス

キ
ル
を
必
要
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ス
キ
ル
を
伸
ば
し

て
よ
り
専
門
的
な
業
務
を
可

能
に
し
て
い
く
と
い
う
性
質

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
は

最
大
５
年
の
有
期
雇
用
契
約

で
あ
る
た
め
、
数
十
年
の
在

籍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
正
社

員
の
よ
う
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
内
で
ス

キ
ル
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
努
力
に
応
じ
て
高
い
賃

金
を
支
払
う
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
馴
染
み

に
く
い
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
よ
る
変
動
給
与
が

適
用
さ
れ
て
い
る
正
社
員
と

は
異
な
り
、
シ
ニ
ア
契
約
社

員
で
は
固
定
給
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

質
問
５

バ
ン
ド
３
の
業
務

と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
業

務
か
。

（
会
社
回
答
）
バ
ン
ド
は

業
務
の
重
要
度
・
困
難
度
を

示
す
指
標
で
す
の
で
、
同
じ

バ
ン
ド
３
で
も
ジ
ョ
ブ
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
よ
っ
て
業
務
の
内

容
は
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
契
約
社

員
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
所

属
し
て
い
る
部
署
の
サ
ポ
ー

ト
業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
た
め
、
同
じ
ジ
ョ

ブ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
っ
て
も
、

所
属
し
て
い
る
部
署
に
よ
っ

て
担
当
し
て
い
る
業
務
の
内

容
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
（
省
略
）
し
た

が
っ
て
、
バ
ン
ド
３
の
業
務

を
網
羅
的
に
説
明
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

質
問
６

シ
ニ
ア
契
約
社
員

制
度
を
変
更
（
改
善
）
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

（
会
社
回
答
）
日
本
は
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
く
デ
フ

レ
状
態
に
よ
っ
て
給
与
水
準

も
大
き
な
変
更
が
な
い
ま
ま

長
い
年
月
が
経
過
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
様
々

な
経
済
情
勢
の
変
動
が
あ
り
、

今
後
も
さ
ら
な
る
変
動
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
該
情

勢
を
踏
ま
え
て
変
更
等
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
将
来
的
に

は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
以
前
も
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

と
お
り
、
一
度
変
更
し
た
制

度
や
引
き
上
げ
た
条
件
を
引

き
下
げ
る
方
向
に
再
変
更
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
た

め
、
短
期
的
な
経
済
情
勢
の

変
更
を
踏
ま
え
て
す
ぐ
に
制

度
変
更
や
条
件
の
引
き
上
げ

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

（
次
回
に
つ
づ
く
）

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金

本
当
に
年
収
２
２
２
万
円
で
い
い
の
か
（
連
載
⑧
）

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＩＳＥＬ 大岡 義久 090-5243-3082

Kyndryl 六本木 サービスエクセレンス 笹目芳太郎 080-5915-6329

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037 (月水金 13-16時・除休日) FAX 03-5562-0853

メール: kumiai@jmitu-ibm.org WEB: https://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号
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